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ガ リ シア語 へ の カ ス テ ィー リ ャ語 の 言 語 干 渉



















ガ リシア語(ス ペ イン国 ガ リシア 自治州 の公用語!に,カ ステ ィー リャ語
(スペ イ ン国の公 用語 ・スペ イ ン語 の こ と)が 語 彙 ・文 法 ・音声 の 面で影 響
を及 ぼ してい る。 ガ リシアで はこの影響 をガ リシア語の 汚染 と呼 んで・ ガ リ
シア語 学 で はcastrapoやchapurradoと 定 義 されてい る・ ガ リシアの 人口
は,ス ペ イ ンの総人 口の7%で,約300万 人で ある。 この うち・ ガ リシア語
を母語 とす る比 率 は60,3%と い う調査 統計 が あ る。 ガ リシア語 を話 す非優
勢 言語社 会 は,カ ステ ィー リャ語 を話 す優勢 言語社 会 の こ とば を受容 してい
る。 カステ ィー リャ語 が ガ リシア語 に干 渉 し,ガ リシア語 の話 者の 間で使 用
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され る形態 は カス テラニスモ(castelaniSmo)と 呼 ば れてい る。例 えば,ガ リ
シ アにおいて は1exosは カス テ ィー リャ語 のlejos(ガ リシア語 で は10nxe
遠 くに)が 干 渉 した結 果,出 現 した語形 で ある。 この現象 は,ガ リシア語話
者の多 くが カステ ィー リャ語 か らの干 渉 を受 けた結果 と して現 れてい る。歴
史的 に は16世 紀 か ら18世 紀 の沈黙期 に教 会や行 政機 関が カス テ ィー リャ
語 を導入す る役 目を担い,一 一方 では,現 代 の物 質文 明が非優勢 言語社 会 に も
た ら した こと もあげ られ る。
本 稿 は ガ リシア語 に どの よ うにカステ ィー一リャ語 が干 渉 しているか,筆 者
が調査 した 口語 ガ リシア語の録音 資料 か ら分析 す る。
1.ロ 語 ガ リシア語 の 調査
調査 地 は ガ リシ ア北 部 のVilamar村 と,ガ リシ ア西 部 のFefinans村 で 年
齢 層 の 異 な る二 人 の 男 性 か ら採 集 録 音 した もの を文 字 に書 き表 した 。
1)Vilamar(Barreiros人 日4,138)LUGO県 男
22才 学 生1995年 録 音
2)Fefinans(Cambados人 口13,109)PONTEVEDRA県 男
61才 漁 師1985年 録 音
1.1.録 音 資料 の文字化
録音 は30分 を越 える もので,全 て を文 字 に して表 したいが,紙 面 に限 り
があ るので後半 部 を省 略 した。
1)Vilamarで は二 つの テーマ につい て質問形 式 でお こなった内容 を録
音 した。






































































2)Fefinansで は 漁 師 の 仕 事 に つ い て の 語 り を録 音 した 。























































[テ ク ス トの 読 み 方]
母 音 の 開 口度 の 用 語 は,小 泉保 著 『音 声 学 入 門』大 学 書 林(平 成8年)p、87
に よ る。
e狭 中o狭 中aaよ り広
e広 中6広 中a表 記上のアクセント
..
e広 中 表記上のアクセントC}6広 中 表記上のアクセントC)1表 記上のアクセント
'母 音省略 例=durant'okhは
gheada(ヘ アダ)を 示す 例:gordo→khordo
s(c+e,i/z+a,o,u)はseseoを 示 す 例=Zamora→Samora
2.カ ス テラニスモの分類
カ ステ ラニス モの分 類 は,GranaNunez(1993)を 参 考 にInstitutoda
LinguaGalegaに おいてFernandezRei及 びPragaValinaが 提 案 した もの
か ら,筆 者 は形 態 に留意 して録音 採集 したテク ス トか ら品詞別 に分析 を試 み
る。
形 態 の分類 を完全 形(カ ス テ ィー リャ語 をそ の ま ま導 入 した語形),適 応
形(カ ス テ ィー リャ語 の語形 をガ リシア語 の形 式 に適応 した語 形),混 種 形
(カス テ ィー リャ語 とガ リシア語の要 素が混種 す る語形)に 分別 す る。
また言語の侵 入路 または原 因につい てa)行 政 ・教 育 ・他 の タイプb)教 会
c)技 術 革新 と文化 の変化d)商 業 と交通 とマ ス メデ ィア,と 区分 して考 える。
形 態 について は,RAE:RealAcademiaEspanola(ス ペ イ ンアカデ ミー)
とRAG:ReadAcademiaGalega(ガ リシアア カデ ミー)と 比べ て表 した。
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2,1.形 態 面 か らの 分 類
1.名 詞 ・完 全 形
























































教育r教 会,新 語,技 術 用語 は完 全形 として導入 されて い る。 ガ リシア語
圏 にない語 彙 は カステ ィー リャ語 圏 か ら直接 に借 用 される こ とに なる。母音
e,oに つ いて述べ る と,カ ス テ ィー リャ語 の 閉母音 は・カス テ ラニ スモで は
開母音 にな る。例[e]>LE】,[o】>b】Vlel"1tOS>vientos,Dios>Dios.母 音
間の_n_が 維持 され てい るensenadaは カステ ラニ スモの特徴 であ る。
新 しい道具 や物質 文化 に関連 した考 えが ガ リシア語 集団 にあ らたに入 って
きた場 合,そ れ らの もとの言語 す なわ ちカス テ ィー リャ語 にある名称 も一緒
に取 り入 れ られ る。 これは語 彙借用 の一種 で ある。多 くの場合,名 詞 が 自由
に借用 され る と考 えて よい だろ う。 その理由 は,名 詞 は 自由形 で あ り・独 立
して起 きるこ とがで きる。
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2.名 詞 ・適 応 形






















音声 上 ガ リシア語へ 適応 させ る カステ ラニスモ は次の よ うに説 明で きる。
カス テ ィー リャ語 の音 素/X/(表 記 はjま たは9+e ,i)を,ガ リシア語の音 素
/f/(表 記 はx)に 対応 させ る方法 で あ りiカ ステ ィー リャ語 の発音 を 自ら
ガ リシア語の発音 に取 り入れ てい く傾 向があ る。例 えば ,almejas>almexas
となる。 また,akhua,aukhe,ekhemploは ガ リシア語 のgheada(/g/の 音
を表 さず に,無 声咽 頭帯 気音/h/と して現 され る音声 現象)の 特徴 を示 し
てい るカステ ラニ スモで ある。









puente,viajeは カ ス テ ィー リャ語 で は男 性 名 詞 で あ り,ガ リ シ ア語 で は
ponte,viaxeは 女性 名 詞 で あ る。 カ ス テ ラニ ス モ か らpuenteを 用 い,前 置
詞 と男 性 不 定 冠 詞 の縮 約 形 は ガ リ シア語 の 文 法 形 式 を使 っ て い る。 ま た カ ス
テ ィー一リ ャ語 のviajeが 男 性 名 詞 な の で ガ リ シア 語 のVla .XP,も 同様 に考 え,
男 性 不 定 冠 詞 を伴 う な ど誤 用(dunviaxe)が 見 られ る。
4.複 数 形 の形 態 につ い て:finales(<final)は カ ス テ ラニ ス モ で あ り
Tガ リ
シ ア語 で はfinaisで あ る。
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5.文 法 機 能 語











(reloxinoは 貝 の 名)
2)代 名 詞
適 応 形 と してnaide【RAG:ninguen,RAE:nadie】(Vilamar)が 使 わ れ て
い る 。 これ は 不 定 代 名 詞nadieが 音 位 転 換 を起 こ した もの で あ る。19世 紀
末 のRosaliadeCastroの 作 品 に も"iantreaquelsilenciomudoquea
trubarnaidealichega"「 そ して 歌 お う とす る あ の 無 言 の 静 け さの な か で,
そ こ には 誰 もあ らわ れ な い」 が 見 え る。
3)動 詞







































Fefinansで はiba,sea,tuvoの 完 全形 が採 録 され てい る。
カス テ イー リャ語 の不 規則動 詞tener(ガ リシア語ter)の 直 説法完 了過
去 形の語根 母音uを 用 い る形態 はカステ ラニスモ であ る。 また,語 根母音
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一e-〉混 種 形 の 一ei-seipa)も 見 られ る・tuveramosの 語 形 は ・ カス テ ィー リ
ャ語 の 接 続 法 過 去 形tuvieramosに 起 因 す る もの で あ るが,ガ リ シ ア語 の
tiveramosは 直 説 法 大 過 去 の 時制 で あ り,接 続 法 過 去 はtivesemosで あ る。
再 帰 動 詞 につ い て:casaronseが カス テ ラニ ス モ と して 現 れ,seの 位 置 は文
法 的 に ガ リシ ア語 の 規 則 に従 っ て い る。 しか し,こ の 動 詞 は ガ リ シ ア語 で は
自動 詞 と して 機 能 す る の で 再 帰 動 詞 に は な らな い(casaronsenoano28→
casaronnoano28)。
ア クセ ン トの 位 置 に つ い て1直 説 法 不 完 了 過 去 複 数 形 一 人 称 と二 人 称 の
andabamos,empezabamos,estabamos,parabamos,limpiabamos,












カ ス テ ィー リ ャ語 の 副 詞 は 頻 繁 に使 わ れ る こ とか ら,ガ リ シ ア語 に侵 入
して定 着 して い る。 混 種 語 はVilamarでnama.is(RAE.nadamas,RAG.
maxisnada)が 現 れ て い る が,こ の 語 形 は カ ス テ ィー リ ャ語 と カ リ シ ア語 の
混 種 語 の 語 形 で あ る。
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5)形 容 詞





















前置 詞 の完 全形 はFe∬hansで もastaが 見 いだ され,適 応 形 はVilamar
でastaが 見 いだ され た。 文法 上性 数の 変化 を しない副 詞 や前 置 詞 は ガ リシ
ア語 に干 渉 して定 着 しやす い。
7)接 続 詞




Vilamarで 完 全 形bueno(RAE.bueno,RA.G.ben)が 頻 繁 に現 れ,適 応
形carakho(RAE.carajo,RAG.carallo)が 現 れ て い る。
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9)地 名
完 全 形 がFefinansで もVilamarで も,Castilla(RAE.Castilla,RAG.
Castela)が 現 れ,混 種 形 はFefinansでAIsla(RAE.LaIsla,RAG.AIIIa),
APuebla(RAE.La.Puebla,RAG.APobra),Villakharsia(RAE.Villagarcia,
RAG.Vilagarcia)が 現 れ て い る 。 ・・般 に カ ス テ ィー リ ャ語 の 形 態 が 拡 が っ
て い る が,定 冠 詞 だ け ガ リ シ ア 語 と い う場 合 も あ る 。
2.2.統 語 面 か らの 分 析
Vilamarに お い て,mepaxeceque「_の よ うに思 え る」(RAG.pareceme
que),mecagoen「 くそ っ1」(RAG.cagomeen),vamosafacer「_し よ
う」(RAG.imosfacer)の カ ス テ ラニ ス モ が 散 見 す る。
ガ リ シア語 と カ ステ ィー リャ語 は統 語 レベ ル で は そ れ ほ ど異 な る特 徴 は示
して い な い の で,従 っ て この 面 にお け る干 渉 は そ れ ほ ど多 くは な い。 概 ね文
法 形 式 そ の もの は 語 彙 よ りも 干渉 され に くい と言 え る。 弱 形 代 名 詞 の位 置 の
違 い(mepareceとrpareceme),所 有 詞 の 前 の 定 冠 詞 の 欠 如(meupai,ガ
リ シア語 はomeupai私 の 父),補 語 に不 定 詞 を従 え る運 動 の 動 詞 の 後 で前
置 詞aの 使 用(vamosafacer,ガ リ シア語 で はaは 不 要 とな りimosfacer>
が あ るC」
3.言 語の侵入経路
カス テ ィー リャ語 の 干渉過程 の道 を見い だすの は困難 であ るが,ど の よう
な経路 か ら侵 入 して ガ リシア語 に定 着 したか,そ の経路 を区分 して,そ れぞ
れの語 をあげ る。
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2.教 会 か ら
adi6s(RAG.adeus),captlla(RAG .capela),Dios(RAG .Deus),Diosmi。
(RAG・Deusmeu>Diosmi・debalma(r,.Deusmeudaalma> .




4.技 術革新 と文化の変容か ら
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Vilamarで は9,27°/o,Fefinansで は1,49%で あ る。 い ず れ もカ ス テ ラ
ニ ス モ の 語 数 を全 体 の 発 話語 数(い ず れ も2.㎜ 語 を基 準 と した)か ら算 出
した数 値 で あ る 。 結 論 と して,Vilamarで 採 録 した 若 年 層 の話 者 の ほ うが,
Fefinansで 採 録 した老 年 層 の 話 者 よ りカ ス テ ラ ニ ス モ が 現 れ る比 率 が 高 い
こ とが 確 認 で き る。 な お 話 者 は ガ リ シ ア語 を母 語 とす る 人 で あ る 。 参 考 に ・
Ins廿tut。daLinguaGalega,Disci・nari・ 伽`・dalinguagalega.1980・ の 基
本 語 辞 典2,000語 の う ち,2,86(抜)が カ ス テ ラ ニ ス モ で あ る とい う報 告 が
Garcia(1994)に あ る よ う に,実 際 ガ リ シ ア の 人 々 に は カ ス テ ラニ ス モ が
あ る程 度 定 着 して い る と言 え る。
PargaValina(1999)は,カ ス テ ラニ ス モ と して 最 も頻 繁 に 出現 す る語 を
bueno,ahora,gallego,ekhemplo,hasta,sin,Castellano,si,mismo,segun,
Diosの 順 にあ げてい る ように,本 調査 において も,同 様 の こ とが言 える。
カステ ィー リャ語の干 渉 は音声 面 と統語 面 では あ ま り多 く現 れない。 ガ リ
シア語 の音体 系 に対応 させ る方法,ま たは混種 した語形 となる。前置詞 ・接
続 詞,副 詞 は ガ リシア語 にか な り侵 入 して定着 してい る と言 える。語彙 面 で
は,教 会 と学校 はカステ ィー リヤ語 の 普及 と統 一 にかな り大 きな を影響 力 を
与 えs社 会経 済の発展 に よ り,物 質文 明 との接触 は と りもなお さず カス テ ィ
ー リャ語 が ガ リシアに侵 入す る起 因 となった。
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